
 

資料 4 E-VAN 導入チェックシート 

   

E-VAN の導入にあたり、流通企業とメーカーとの間で取り決めておかなければならな

い基本事項を整理し、標準的な手順書として作成しました。 

構成は以下のとおりです。 

 

(1)表紙（EDI 仕様確認書） 

(2)導入手順書（A 表） 

(3)発注・納入時のチェックポイント（B 表） 

(4)統一伝票 E 様式の編集条件（C 表） 

(5)E-VAN データ交換基本項目調査票兼確認書（JCA）（D-1 表） 

(6)E-VAN／拡張 E-VAN データ交換基本項目調査票兼確認書（TCP／IP）（D-2 表） 

 

E-VAN の円滑な導入のためのチェックシートとしてご活用下さい。 
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（流通企業→メーカー） （1/2） 

 

 

流通企業名  

所在地  

仕入担当者 

仕入会社名 

所属 氏名 

TEL FAX 

E－mail 

システム担当者 

システム開発（運営）会社 

所属 氏名 

TEL FAX 

E－mail 

 

プロバイダ又はVAN会社名  

担当者 

所属 氏名 

TEL FAX 

E－mail 

 

 
ユーザ ID 

E-VAN 拡張 E-VAN 

.com Exchange ユーザ ID   

全銀センターコード（14）   

JCA センターコード（6）  － 

取引先コード（6） 

+ステーションアドレス（2） 
  

利用用途 
□本番 

□テスト 

□本番 

□テスト 

（それぞれの ID において授

受される） 

情報種 

□受発注 

□納期回答 

□納品 

□納品結果 

□請求（    単位） 

□支払（    単位） 

□実売 

□在庫 

□在庫振替 

□その他（     ） 

□受発注 

□納品 

□納品結果 

□請求（伝票単位） 

□支払（伝票単位） 

 

 

 

EDI 仕様確認書（E-VAN／拡張 E-VAN） 

記入日：  年  月  日 
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（流通企業→メーカー） （2/2） 

□ 情報種 レコード長 
流通企業 

使用ユーザ ID 

メッセージ 

識別コード（8） 
その他備考 

（送受信サイクル等） 

□ 受発注データ 128 バイト 
本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN001S  

□ 納期回答データ 
□128 バイト 

□256 バイト 

本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN004S 

EVAN004D 
 

□ 納品データ 
□128 バイト 

□256 バイト 

本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN002S 

EVAN002D 
 

□ 納品結果データ 256 バイト 
本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN012D  

□ 
請求 

データ 

伝票単位 
□128 バイト 

□256 バイト 

本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN005S 

EVAN005D 
 

明細単位 
□128 バイト 

□256 バイト 

本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN006S 

EVAN006D 
 

その他（     ） 
□128 バイト 

□256 バイト 

本 番（   ） 

テスト（   ） 
  

□ 
支払 

データ 

伝票単位 
□128 バイト 

□256 バイト 

本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN007S 

EVAN007D 
 

明細単位 
□128 バイト 

□256 バイト 

本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN008S 

EVAN008D 
 

その他（     ） 
□128 バイト 

□256 バイト 

本 番（   ） 

テスト（   ） 
  

□ 実売データ 256 バイト 
本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN011D  

□ 在庫データ 256 バイト 
本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN010D  

□ 移動データ 256 バイト 
本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN013D  

□ （          ）データ （  ）バイト  
本 番（   ） 

テスト（   ） 
  

□ （          ）データ （  ）バイト 
本 番（   ） 

テスト（   ） 
  

□ （          ）データ （  ）バイト 
本 番（   ） 

テスト（   ） 
  

※メッセージ識別コードとは、.com Exchange においてメッセージを識別するために使用されるコードです。メッセー

ジ識別コードは、それぞれのユーザ ID における設定で全銀ファイル名／JCA データ種別に対応付けられます。 

EDI 仕様確認書（E-VAN）・・・（１） 
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（流通企業→メーカー） （2/2） 

□ 情報種 レコード長 
流通企業 

使用ユーザ ID 

メッセージ 

識別コード（8） 
その他備考 

（送受信サイクル等） 

□ 受発注データ 384 バイト 
本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN001S  

□ 納品データ 570 バイト 
本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN002D  

□ 納品結果データ 364 バイト 
本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN012D  

□ 
請求 

データ 
伝票単位 577 バイト 

本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN005D  

□ 
支払 

データ 
伝票単位 577 バイト 

本 番（   ） 

テスト（   ） 
EVAN007D  

※メッセージ識別コードとは、.com Exchange においてメッセージを識別するために使用されるコードです。メッセー

ジ識別コードは、それぞれのユーザ ID における設定で全銀ファイル名に対応付けられます。 

EDI 仕様確認書（拡張 E-VAN）・・・（２） 
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導入手順（.com Exchange の例） 
A 表 

日付を記入 流通企業 メーカー 

▽  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

….com Exchange に関する作業

 

 

.com Exchange の申込みを行い、

サービスプロバイダより通知され
る通信に必要な設定情報（ユーザ
ID など各種通信コード）を得る。 

EDI 説明会 EDI資料の入手 

説明会を開催し、説明資料と申込書
を配布する。 

説明を受け内容確認の上、実施可否の検討を行う。 

 

EDI 仕様 

確認書 

 

導入手順 

（A 表） 
チェック 

ポイント 

（B 表） 

.com Exchange 対応プロバイダ契約済の場合 

既に利用しているユーザ ID について、得意先
（流通企業）との通信を可能にするよう、.com 

Exchange のサービスプロバイダに対して設定

実施を依頼する。 

.com Exchange 対応プロバイダ未契約の場合 

サービスプロバイダに対し.com Exchange の申
込みを行い通信に必要な設定情報を取得する。 

また併せて得意先（流通企業）との通信を可能

にするよう、サービスプロバイダに対し設定実
施を依頼する。 

申込受付 EDI 申請書の提出 

各メーカーからの申込を受け付け、
準備作業に入る。 

社内における検討結果、および.com Exchange サービス
プロバイダから通知される設定情報を元に得意先（流通
企業）に申請を提出し、詳細な内容確認と回線接続等の

手配を行う。 

統一伝票 

編集条件 

（C 表） 

データ交換 

確認票 

（D 表） 

申込以降、システム開発
とシステム環境のセッ

トアップを行う。 

又、関連部門への説明を
行い、業務切替えの為の

準備やマスター整備を
行う。 

テスト テスト 

 
テストを行い、結果を確認する。 ①回線接続テスト、②データ交換テスト、③業務運用テ

スト（伝票発行等）を行い、テスト結果を検証する。 

関連部門に切替日の周知徹底を図り、円滑に業務が遂

行できるよう最終準備を行う。 

本番開始 本番開始 

 
EDI による業務運用を開始する。 EDI による業務運用を開始する。 

メーカーからの申請内容に基づ
き、.com Exchange サービスプロ

バイダに対して、自身が使用する
ユーザ ID に対し、メーカーと通信
可能になるよう設定実施を依頼す

る。 

月 日 

月 日 

月 日 

月 日 
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Ａ表－追補 テスト実施時の留意点 
 回線接続テスト・データ交換テスト・業務運用テスト・その他データ変換確認テストな
どに際しては、流通企業・メーカー双方とも次の運用を基本とします。 

 
① 店舗コード・商品コード・発注番号・企業コードなどの各コードは、該当流通法人・

該当メーカーの実在コードを使用します。 
 
② 回線接続テストや伝票出力を伴う場合のテストデータ件数は伝票数枚程度とし、デ

ータ照合処理の検証を行う場合は、双方で協議し対象件数を取り決めます。 
 

③ 実施日時は他のデータ種の本番送受信と重複しない時間帯を、双方で協議し調整し
ます。 
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主な発注・納入時のチェックポイント 
B 表 

内容 チェック 

発注について  

①発注データがゼロ件の場合、データ伝送は行われるのか。  

・ゼロ件データが来る。  

・何もデータが来ない。  

②オンライン開始後も電話（FAX）発注はあるか。  

・電話（FAX）発注は有る。  

・電話（FAX）発注はない。  

③通常の納品日は注文日から何日後か。（リードタイム）  

・リードタイムは何日か。（   ）日  

・休日（間に入った場合を含む）の場合はリードタイムを考慮しているか。  

④年末年始、ゴールデンウィーク等連休の場合の対応はどのように行うのか。  

 
 

納品データについて  

①納品データを送る場合、そのタイミングは。  

・納品予定データの場合  

・納品予定日の（   ）日前、（   ）時までに送るのか。  

・納品実績データか。（納品後に伝送する）  

②着荷予定データを伝送したあとに変更があった場合の差分データは伝送するのか。 
 

 
 

欠品・遅納について  

①得意先は欠品・遅納の管理をしているか。  

②欠品・遅納の対応  

・遅納の場合、受け入れてもらえるのか。  

遅納が可能な時、何日まで可能か。（   ）日  

遅納の場合の連絡方法 連絡先（      ） 連絡方法（      ）  

・欠品の場合、受け入れてもらえるのか。  

欠品が可能な時、一納品の納品数が全てゼロの時その伝票はどうするのか。  

欠品の場合の連絡方法 連絡先（      ） 連絡方法（      ）  

・再注文はどのように行われるのか。  

 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 



 

 - 122 - 

C 表 

 

 

統一伝票 E 様式の編集条件（Ｅ－ＶＡＮのみ） 

№ 項   目 内   容 桁数 

1 社名 ［M］企業名 18 

2 発注者 ［H14］発注者 8 

3 発注№ ［H07］発注№ 8 

4 伝票№ ［M］専用伝票№（C／D も付加） 7 

5 納品場所 
［H10］納品場所コード 

［H09］納品場所名称 

6 

19 

6 出荷年月日 ［M］実納品日（西暦） 6 

7 取引先コード ［H12］受注企業コードの上 6 桁 6 

8 請求月 空白 2 

9 取引先 ［M］会社名・住所 66 

10 発注№ ［T04］発注№ 8 

11 
商品コード 上段 

 下段 

空白 

［T05］商品コード 

13 

13 

12 
商品名／型番 上段 

 下段 

［T06］商品名 

［M］メーカー型番 

20 

18 

13 数量 ［M］出荷指示数量 5 

14 単価 ［T10］納品単価 7 

15 金額 ［M］数量×単価 8 

16 レ 空白 2 

17 
摘要 上段 

 下段 

［T11］売単価 

［T12］摘要 

9 

9 

18 納品区分 空白 5 

19 発注店コード ［H05］発注企業の店コード 6 

20 発注店名 ［M］発注店名称 14 

21 数量合計 ［M］各行の数量の合計 6 

22 金額合計 ［M］各行の金額の合計 9 

23 

備考 1 段目 

 2 段目 

 3 段目 

［H15］備考 

空白 

空白 

25 

24 備考 （空白：使用不可）  

25 受領確認者 （空白：使用不可）  

26 受領印 （空白：使用不可）  

 
（注） 
1.項目・編集項目の№は、「家電業界における流通情報化への取り組み」の統一伝票 E 様式
の概要、オンライン受発注データフォーマットの説明（H：伝票ヘッダー、T：伝票明細）
による 

2.［M］は、メーカー付加を表す 
 

特記事項 編集条件に特別な例外条件がある場合、記入して下さい。 

  

 

企業名： 
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（メーカー→流通企業） D-1 表 

 

 

取引先名：    

記 入 者：   （所属） （氏名） 印 

連 絡 先：  （TEL） （E-mail）  

1.データ交換における確認事項 

接続形態 

□VAN 会社経由 

□直接接続 

□その他（               ） 

※VAN 会社名 

 

 

送受信の 

サイクル 

□日次 【月・火・水・木・金・土・日・祝日】 

□月次 【 】 

□その他（               ） 

※年末年始、5 月連休の

対応 

 

送受信時間 

（メーカー側） 

1 回目 時    分 ※流通側送受信時間を

要確認 2 回目 時    分 

3 回目 時    分 

4 回目 時    分 

起動元 
□メーカー起動 

□流通起動 

中断時リトライ方法 

 

□開始電文 

□再送電文 □都度判断 

0 件時 

伝送内容 

□0 件ヘッダーを伝送 

□その他（               ） 
 

 

2.回線接続における確認事項 

回線種別 

□公衆回線 

□INS-C 

□その他（   ） 

センター 

コード 

（6 桁） 

      

送信側取引先コード 

回線速度 

□2400bps 

□9600bps 

□その他 

 （      ） 

取引先 

コード 

（8 桁） 

        

※受信側取引先コード（6 桁）+ 

 ステーションアドレス（2 桁） 

電話番号 

（代替 NO） 

 

 

 （      ） 

識別子 

（6 桁） 

      

別名：パスワード 

 

3.伝送データに関する確認事項 

データ名  データ 
データ種別 

（2 桁） 
  

 

レコード長  バイト 
電文長 

（ブロック長） 
      バイト 

データ件数 一回当り 件 データフォーマット 

□家電業界標準 

□流通固有 

□その他標準→（     ） 

E-VAN データ交換 基本項目調査票 兼 確認書 

記入日：  年  月  日 
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（メーカー→流通企業） D-2 表 

 

 

企業名：     

記入者：   （所属）  （氏名） 印 

連絡先：  （TEL） （E-mail）   

1.データ交換における確認事項 

送受信の 

サイクル 

□日次 【月・火・水・木・金・土・日・祝日】 

□月次 【 】 

□その他（               ） 

※年末年始、5 月連休の

対応 

 

送受信時間 

（メーカー側） 

1 回目 時    分 ※流通側送受信時間を

要確認 2 回目 時    分 

3 回目 時    分 

4 回目 時    分 

0 件時 

伝送内容 

□0 件ヘッダーを伝送 

□その他（               ） 
 

 

2.通信における確認/通知事項 

プロバイダ名  

 

 
ユーザ ID 

E-VAN 拡張 E-VAN 

.com Exchange ユーザ ID   

全銀センターコード（14）   

JCA センターコード（6）  － 

取引先コード（6） 

+ステーションアドレス（2） 
  

利用用途 
□本番 

□テスト 

□本番 

□テスト 

（それぞれの ID において授

受される） 

情報種 

□受発注 

□納期回答 

□納品 

□納品結果 

□請求（    単位） 

□支払（    単位） 

□実売 

□在庫 

□在庫振替 

□その他（     ） 

□受発注 

□納品 

□納品結果 

□請求（伝票単位） 

□支払（伝票単位） 

 

 

 

 

 

 

 

E-VAN／拡張 E-VAN データ交換 基本項目調査票 兼 確認書（.com Exchange 利用） 

記入日：  年  月  日 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   余白ページです 

‐125‐ 




